
別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記３の第６関係）

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和元年度報告）

１　被害防止計画の作成数、特徴等
本県では、34市町で被害防止計画が策定されている。各市町は、被害の軽減目標を達成するため、侵入防止柵の整備、被害防止目的の捕獲、緩衝地帯の整備、被害防止研修会等を実施している。

２　事業効果の発現状況
市町による地域住民を主体とした被害防止対策の取組と、件によるそれらの取組の支援を通じて、農作物被害額はピークであった平成21年度から減少傾向にある。

３　被害防止計画の目標達成状況
平成30年度を被害防止計画の目標年度とした12市町のうち、被害金額又は被害面積で目標を達成したのは７市町であった。

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

基準値 目標値 実績値 達成率 基準値 目標値 実績値 達成率

推進事業 H28
実施なし ― ― ―

32,300 22,610 23,336 92% 1,395.0 972.0 1,045.0 82%

H29
ICTセンサー付き囲
いわなの整備

沼津市有害鳥獣被
害防止対策協議会

― ―

H30
集落ぐるみの防除
研修の開催３回

― ― ―

緊急捕獲活動
支援事業

H28
イノシシ　　188頭
ニホンジカ　167頭

― ― ―

H29
イノシシ　　265頭
ニホンジカ　130頭

― ― ―

H30
イノシシ　　256頭
ニホンジカ　200頭

― ― ―

推進事業 （H28）
ハクビシン用箱わ
な10基の整備

あいら伊豆広域鳥
獣対策協議会

－ － 1,826 1,545 1,832 -2% 1,071.0 916.0 885.0 120%

（H28）
捕獲技術研修会の
開催1回

同上 － －

（H29）
ハクビシン用箱わ
な25基の整備

同上 － －

（H29）
被害防除研修会の
開催1回
捕獲技術研修会の
開催1回

同上 － －

（H30）
シカ用箱わな8基の
整備

同上 － －

（H30）
捕獲技術研修会の
開催1回

同上 － －

緊急捕獲活動
支援事業

（H28）
イノシシ166頭
ニホンジカ14頭
ハクビシン17頭

－ － －

（H29）
イノシシ104頭
ニホンジカ7頭
ハクビシン6頭

－ － －

（H30）
イノシシ59頭
ニホンジカ0頭
ハクビシン4頭

－ － －

静岡県

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）
事業
実施
主体

対象
地域

実施
年度

対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体 供用開始
利用率
・稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価

沼津市
有害鳥
獣被害
防止対
策協議
会

沼津市 平成28
年度～
平成30
年度

イノシシ
ニホンジカ
サル
カラス
ハクビシン

　H29年度に整備したICTセンサー付き
囲いわなについては、捕獲実績もあ
り、被害防除のための捕獲を推進する
ことができた。また、H30年度に行っ
た集落ぐるみの防除研修においては、
捕獲だけに頼らず、防除を行っていく
大切さを確認することができた。その
ことにより、集落ぐるみの意識付けを
行うことが出来た。

　被害面積及び金額について、
減少させることは出来ているの
で、現在の方法を継続してい
く。
　しかし、目標達成が出来てい
ないため、今後は、捕獲だけに
頼らず、防除を行っていけるよ
うな体制を目指していきたい。
防除と捕獲を同時に実施するこ
とにより、目標達成は可能では
ないかと考える。

　被害金額・面積ともに目標の
達成率は80％以上であり、対策
の効果が見られる。被害を軽減
するためには、事業実施主体の
評価にもあるように、捕獲だけ
でなく集落ぐるみの防除が進む
ような体制づくりが必要である
ため、引き続き、対策を推進す
ることを期待する。
（静岡県農林技術研究所　森
林・林業研究センター　上席研
究員　水井陽介）

目標達成に至らないものの被害は着実に減少し
ており、対策の効果が現れていると考える。平
成30年度に実施した「地域ぐるみの防除研修」
の取組を継続し、市域全体に効果を波及させる
よう努めてほしい。

　捕獲により、被害面積及び金額を減
少させることは出来た。しかし、目標
達成には至っていないため、より捕獲
を実施していく。

捕獲器の拡充を図った。従事者の要望
からシカ及びハクビシン用の箱わなを
拡充し、捕獲圧を高めた。
狩猟期前にくくりわなの設置講習会を
実施し、熱海ワナの会会員を対象に捕
獲技術の向上と自らの農地を自らが守
る体制の維持に努めた。
侵入防止柵の設置研修会を実施し、モ
デル展示圃として活用を図った。農業
者が防護柵の設置ポイントを学び、農
業者個人の鳥獣被害対策に対する取組
み意識の向上を図った。また、周辺地
域住民にも鳥獣被害に対する理解を深
めてもらうことができた。

イノシシは平成28年度に166頭緊急捕
獲した結果、被害軽減は翌29年度時点
で金額は260％、面積は130％達成した
が、捕獲頭数は29年度で104頭、30年
度で59頭と減少し、30年度の達成率は
金額は－216％、面積は－186％となっ
た。
ニホンジカは平成28年度に14頭、29年
度に7頭緊急捕獲した結果、被害軽減
は30年度で金額は550％達成したが、
面積は達成率－66％となった。
ハクビシンは平成28年度に17頭緊急捕
獲した結果、被害軽減は翌29年度時点
で金額は740％、面積は750％達成した
が、捕獲頭数は29年度で6頭、30年度
で4頭と減少し、30年度の達成率は金
額は－886％、面積は250％となった。

あいら
伊豆広
域鳥獣
対策協
議会

熱海市 平成28
年度～
平成30
年度

イノシシ
ニホンジカ
サル
ハクビシン
カラス
ヒヨドリ

熱海市では、隣接する伊東市と
ともに、あいら伊豆広域有害鳥
獣対策協議会を主体とし、広域
で被害対策を実施している。熱
海市内の捕獲については、山間
部で田方猟友会熱海分会が銃に
よる捕獲を実施し、農地等で農
家等で組織する熱海ワナの会が
わなによる捕獲を実施し、民家
付近では熱海市観光経済課が箱
わなによる捕獲を実施してい
る。区域ごとに各団体が捕獲を
実施することで、市内全域にお
ける捕獲圧の維持に努めてい
る。構成員の意見を取り入れな
がら捕獲器の拡充及び捕獲経費
補助を実施し、捕獲体制の維持
に努めた。また、狩猟期前に熱
海ワナの会者従事者を対象にく
くりわな設置講習会を実施し、
自らの農地を自らが守る体制の
維持に努めた。防除について
は、熱海市が地権者等に対して
防護柵設置の補助を実施してい
るほか、当協議会で防護柵設置
研修を開催し、農業者個人の鳥
獣被害対策に対する意識の向上
に努めた。
被害軽減は2年度で金額が
400％、面積が270％達成し、緊
急捕獲による効果が大きいと考
えられる。しかし、捕獲頭数が
年々減少し、最終年度の達成率
は被害面積が120％に低下し、金
額に至っては－2％になり被害が
増加に転じている。捕獲作業は
重労働且つ危険であり、ワナの
会及び猟友会の従事者の高齢化
及び捕獲意欲の低下も確認捕獲
頭数の減少の一因と考えられ
る。
イノシシの被害増加は著しく、
二ホンジカについては市境付近
の山間部において個体数の増加
も確認されていることにとか
ら、引き続き防護柵設置補助事
業等で被害防除の強化に取り組
むとともに、熱海市鳥獣被害対
策実施隊の設立を目指し、行政
として積極的に捕獲圧の強化を

捕獲従事者の負担を軽減するこ
とが出来るよう、地域住民がエ
サの管理やわなの見回りを担当
する等の役割分担を検討するこ
とが必要である。また、防除に
ついては、個人だけでなく集落
全体で取り組む体制づくりを進
めてほしい。
（静岡県農林技術研究所　森
林・林業研究センター　上席研
究員　水井陽介）

被害金額の目標達成に向け、現在の対策を深化
させることが重要であるため、熱海市において
も被害対策の中核的役割を担う鳥獣被害対策実
施隊の早期設置を実現してほしい。



基準値 目標値 実績値 達成率 基準値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）
事業
実施
主体

対象
地域

実施
年度

対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体 供用開始
利用率
・稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価

伊豆市 平成28
年度～
平成30
年度

ニホンジカ
イノシシ

推進事業 （H29）
シカ・イノシシ用
くくりわなの購入
（650基）

伊豆市鳥獣被害対
策協議会

- -

227,160 159,010 12,878 314% 3,720.0 2,590.0 787.0 259%

（H29）
各種研修会の開催
（わな研修会、射
撃研修会、地域住
民を対象とした鳥
獣被害対策研修
会）

- - -

（H29）
「オリワナ通信シ
ステム」、安全対
策資材購入

伊豆市鳥獣被害対
策協議会

- -

（H30）
シカ・イノシシ用
くくりわなの購入
（150基）

伊豆市鳥獣被害対
策協議会

- -

（H30）
各種研修会の開催
（わな研修会、射
撃研修会）

- - -

（H30）
ジビエ利活用先進
地視察

- - -

（H30）
その他消耗品購入
（防護盾、ﾏﾀﾞﾆ忌
避剤）

伊豆市鳥獣被害対
策協議会

- -

整備事業 （H29）
侵入防止柵整備
　北又地区
　ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵
　延長 432ｍ
　面積 0.7ha

修善寺(北又)地区
鳥獣被害防止対策

組合

平成30年2月24日

-

広域的に防護柵を設置することによ
り、農地への加害獣の侵入を防ぐとと
もに、獣道を限定させる効果により、
効率的な捕獲が可能となり、大幅な被
害軽減に繋がった。

（H30）
侵入防止柵整備
　本柿木地区
　ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵
　延長 2,026ｍ
　面積 4.7ha

本柿木(中村)地区
鳥獣被害防止対策

組合

平成31年2月16日

-

（H30）
侵入防止柵整備
　大平柿木地区
　ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵
　延長 1,436ｍ
　面積 2.4ha

大平柿木(赤崩)地
区鳥獣被害防止対

策組合

平成31年3月10日

-

整備事業 （H29）
有害鳥獣処理施設
整備
　建屋70㎡
　有害鳥獣処理装
　置 4,000L １基

伊豆市

平成30年4月1日 60.33% 以前は、食肉加工センターにおいて買
取りができない個体については、狩猟
者に持ち帰ってもらっていたが、本施
設の稼働により狩猟者の処分に係る負
担が軽減し、さらなる捕獲意欲の向上
に寄与している。

緊急捕獲活動
支援事業

（H28）
ニホンジカ337頭
イノシシ133頭

- - -

（H29）
ニホンジカ144頭
イノシシ56頭

- - -

（H30）
ニホンジカ161頭
イノシシ136頭

- - -

函南町
有害鳥
獣被害
防止対
策協議
会

函南町 平成28
年度～
平成30
年度

イノシシ
ニホンジカ
サル
ハクビシン
カラス
アナグマ

緊急捕獲活動
支援事業

（H28）
イノシシ成獣127頭
イノシシ幼獣8頭
ニホンジカ成獣22
頭
カラス8羽

－ － － 2,440 1,707 2,948 -69% 1,731.0 1,211.0 72.0 319%

（H29）
イノシシ成獣222頭
イノシシ幼獣30頭
ニホンジカ成獣28
頭
ハクビシン3頭
カラス13羽
アナグマ2頭

－ － －

（H30）
イノシシ成獣217頭
イノシシ幼獣26頭
ニホンジカ成獣25
頭
ハクビシン4頭
カラス66羽
アナグマ6頭

－ － －

伊豆市

本事業の交付金を食肉加工センターに
おける捕獲個体の買取り費用に充てて
おり、捕獲個体の有効利用および狩猟
者の捕獲意欲向上に寄与している。

被害の主因であるイノシシを中心に捕
獲を強化した結果、被害金額・面積と
も減少傾向で推移している。

被害面積は大幅に減少し目標値
を達成できたものの、被害金額
については、単価の高いサツマ
イモなどのいも類、トウモロコ
シなどの野菜類に被害が集中し
たことにより増大し、目標値の
達成には至らなかった。
なお、被害額の多くを占めるイ
ノシシの捕獲を推進した結果、
１年目4,476千円、２年目3,824
千円、最終年度は2,948千円と
徐々に被害が減少しているた
め、引き続き捕獲圧を高めると
ともに、鳥獣被害対策実施隊を
設置して総合的な対策に取り組
む方針である。

平成28～30年度のイノシシの捕
獲頭数はそれ以前に比べて多
く、積極的な捕獲が被害面積を
軽減した要因の一つと思われ
る。今後、設置予定の鳥獣被害
対策実施隊には、被害が発生し
た生産者だけでなく近隣の住民
を合わせて指導することで、集
落が一体となって被害対策に取
り組む体制づくりをお願いした
い。
（静岡県農林技術研究所　森
林・林業研究センター　上席研
究員　水井陽介）

被害は減少傾向にあるが、捕獲の強化に加えて
住民や農業者の被害防除の意識を高めるための
指導啓発も重要であり、本交付金も活用しなが
ら、鳥獣被害対策実施隊を中心に総合的な対策
を進めてほしい。

伊豆市
鳥獣被
害防止
対策協
議会

くくりわなや捕獲関連消耗品の購入、
研修会の開催、ICT・IoT技術を活用し
たシステムの導入により捕獲・防護の
両面から複合的に被害対策を講じるこ
とができ、被害軽減に繋がった。

市内全域において依然として被
害は多いが、地域住民を対象と
した研修会の開催等により、地
域一体となって被害対策に取り
組む集落も存在するなど、住民
の意識の高まりも感じられる。
捕獲については、伊豆市有害鳥
獣捕獲隊による年間を通じた有
害捕獲およびこれを補完する実
施隊による緊急・集中捕獲や、
被害発生地域への集中的なわな
の設置、ＩＣＴ付きの囲いわな
など、各種手法による効率的な
捕獲活動を今後も継続して実施
していく。また、防護について
は、市の単費による防護柵設置
に係る費用の助成を継続・拡充
していくとともに、国の鳥獣被
害防止総合対策交付金、県の農
業農村整備事業補助金等の活用
により、被害地域・被害ほ場に
適した防護対策を推進していく
など、捕獲と防護による総合的
な被害対策の実施により、さら
なる被害軽減を目指していく。

被害金額・面積ともに目標の達
成率は100％以上であり、対策の
効果が見られる。今後も対策を
継続し、被害の軽減に努めるこ
とを期待する。
（静岡県農林技術研究所　森
林・林業研究センター　上席研
究員　水井陽介）

捕獲や防護に加えて、利活用や個体処理を含め
た総合的な取組により、被害は着実に減少して
いると考えられる。これまでの対策を継続する
とともに、食肉の処理に関しては衛生管理を高
度化し、ジビエ利活用の更なる推進を図ってほ
しい。



基準値 目標値 実績値 達成率 基準値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）
事業
実施
主体

対象
地域

実施
年度

対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体 供用開始
利用率
・稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価

清水町
鳥獣被
害防止
対策協
議会

清水町 平成28
年度～
平成30
年度

イノシシ
ニホンジカ
ハクビシン

推進事業 （H28）
シカ・イノシシ捕
獲用箱わな３基の
整備、ハクビシン
捕獲用箱罠３基

清水町鳥獣被害防
止対策協議会

- - 45 31 13 228% 15.0 10.0 6.0 180%

（H28）
デジタル簡易無線
機13基の整備

同上 - -

緊急捕獲活動
支援事業

（H29）
イノシシ６頭
ニホンジカ１頭
ハクビシン０頭

- - -

（H30）
イノシシ８頭
ニホンジカ０頭
ハクビシン０頭

- - -

推進事業 （H28)
デジタル簡易無線機　65
台購入
埋設用重機借り上げ　４
回
センサｰカメラ　　６台購入
くくりわな　　　　11基購入
被害対策研修会の実施
１回
（Ｈ29）
猟犬用GPS ８セット購入
埋設用重機借り上げ　４
回
デジタル簡易無線機５台
購入
箱わな（小）33基、くくりわ
な50基購入
サル追跡用GPS　１台購
入
センサーカメラ　15台購入
被害対策研修会の実施
２回
（Ｈ30）
くくりわな　20基購入
埋設用重機借り上げ
３回

箱わなやくくりわな等捕獲機材の導入により、農
業者等による主体的な有害鳥獣捕獲が促進さ
れた。
センサーカメラや無線機、ＧＰＳ機材を実施隊員
が有効に活用することで、生息状況の把握と捕
獲活動など、実施隊による活動の効率化が図ら
れた。
サル追跡用GPSの導入により、行動範囲の把握
ができた。
被害対策研修会の開催により、ハクビシン・サル
等の被害対策について、農業者等の理解が進
んだ。
埋設用重機借り上げにより、捕獲したシカ等の
適切な処理が行われたが、今後は整備された食
肉処理加工施設への搬入を促進する必要があ
る。

（Ｈ29）
処理加工施設の整備
①本体　　　　１棟　床面積
36.44㎡
②付帯施設　１棟　床面積
3.03㎡

株式会社ホールアース 平成30年3月
(H30)80頭/100頭＝80％

（Ｈ30）
処理加工施設の整備
①本体　　　　１棟　床面積
46.39㎡
②付帯施設　１棟　床面積
5.81㎡

株式会社ふもとっぱら 平成31年4月

－

緊急捕獲活動支援
事業

（Ｈ28）
ニホンジカ（成獣）          1,218頭
ニホンジカ（幼獣）               7頭
イノシシ（成獣）　　　           98頭
イノシシ(幼獣）　                10頭
サル（成獣）　　　　　　　        8頭
カラス　　　　　　　　　　　        9
羽
（Ｈ29）
ニホンジカ（成獣）　           834
頭
ニホンジカ（幼獣）                1
頭
イノシシ（成獣）　　　            95
頭
イノシシ(幼獣）　                  1
頭
サル（成獣）　　　　　　         21
頭
サル（幼獣）　　　　　　　         2
頭
ハクビシン　　　　　　　　         1
頭
カラス　　　　　　　　　          313
羽
（Ｈ30）
ニホンジカ（成獣）　            646
頭
ニホンジカ（成獣）搬入確認  28
頭

有害捕獲頭数の増加に寄与することで、被害の抑制につ
ながった。
捕獲対象の個別については下記の通り。
・ニホンジカについては緊急捕獲活動支援事業での実績
は減少傾向にあるものの、県の委託事業等に実績として
計上されている。事業実施市町村内における全体的な捕
獲実績は1,500頭前後で推移しており、ニホンジカの増加
に効果を上げている。
・イノシシについては、捕獲実績が伸びており、事業の効
果が出ている。
・ハクビシンについては、捕獲実績が少ない。罠の貸し出
し時に掛け方等の講習等を継続して行っていく。
・サルについては、捕獲実績が伸びているものの安定しな
い。地域と協力し、捕獲数の向上を図る。
・カラスについては、捕獲実績が伸びているものの安定し
ない。地域と協力し、捕獲数の向上を図る。

島田市鳥
獣被害防
止対策協

議会

島田市 平成28年
度～平成
30年

イノシシ、サル、
ニホンジカ

鳥獣被害防止緊急
捕獲活動支援事業

イノシシ（成獣・幼獣計）
1,388頭、サル（成獣） ７
頭、ニホンジカ（成獣・幼
獣計）59頭、
計1,454頭

捕獲者に対しての支援ができたことにより、有害鳥
獣捕獲の推進が図られた。(H25-H27の鳥獣合計捕
獲頭数985頭に対し、H28-H30　合計1,454頭の捕獲
があり、48%増加）
・H25-H27（３ヵ年合計）　イノシシ（成獣・幼獣計）944
頭、サル（成獣）１頭、ニホンジカ（成獣・幼獣計）40
頭、鳥獣合計 985頭
・H28-H30（３ヵ年合計）　イノシシ（成獣・幼獣計）
1,388頭、サル（成獣）７頭、ニホンジカ（成獣・幼獣
計）　59頭　鳥獣合計　1,454頭

9014 6,309 17,728 ▲322 390 272 662 ▲231 目標値を達成することは出来なかったが、有
害鳥獣による被害軽減を図る中で、捕獲者の
意欲の向上を図り、捕獲を推進するため対策
事業に取り組んだ。今後は、令和元年度に設
置した島田市鳥獣被害対策実施隊の活動を
通じて、被害防除対策の推進を図り、引き続
き被害の減少に取り組む。

平成28～30年度の捕獲頭数はそれ以前に比
べて増加しているものの、被害金額・面積とも
に目標値を大きく下回っている。被害を軽減
するためには、捕獲頭数を増やすだけでなく、
集落全体で被害対策に取り組む体制づくりが
必要である。今後は、市で設置した鳥獣被害
対策実施隊が各種対策に取り組むことに期
待する。
（静岡県農林技術研究所　森林・林業研究セ
ンター　上席研究員　水井陽介）

目標値が達成できなかったのは、生息頭数や生息範囲の増加に
対策が追いついていないためと考えられる。捕獲以外の対策に
ついても本交付金が活用できるので、鳥獣被害対策実施隊の活
動等を通じて地域が主体となった総合的な取組を進め、被害軽
減に取り組んでほしい。

推進事業
（生息環境管理）

緩衝帯整備
Ｈ28　2,360㎡
Ｈ29　395㎡

農作物に被害を与える有害鳥獣の棲み処となる草
木の刈り払いにより、農地に有害鳥獣が出にくい環
境にすることができ、農作物被害が減少した。

鳥獣被害防止緊急
捕獲活動支援事業

（Ｈ28）
イノシシ(成獣)557頭、イノ
シシ(幼獣)240頭、アナグ
マ11頭、ハクビシン15頭、
ニホンジカ(成獣)5頭、カラ
ス28羽、サル(成獣)7頭
（Ｈ29）
イノシシ(成獣)557頭、イノ
シシ(幼獣)235頭、アナグ
マ12頭、ハクビシン20頭、
ニホンジカ(成獣)6頭、カラ
ス48羽、サル(成獣)3頭
（Ｈ30）
イノシシ(成獣)500頭、イノ
シシ(幼獣)257頭、アナグ
マ5頭、ハクビシン23頭、
ニホンジカ(成獣)10頭、カ
ラス41羽、サル(成獣)2
頭、サル(幼獣)2頭

猟友会員の精力的な活動により、年々捕獲実績が
伸びている。これにより、農作物に被害を与える有
害鳥獣を適正な個体数に近づけることができた。被
害金額や被害面積も目標値に向け着実に減少して
いる。

箱わなを用いて平成29年度にイノシシ
６頭、平成30年度にイノシシ８頭を捕
獲した。
無線を用いることで効率的な捕獲作業
が行うことができた。

箱わな、無線を用いて捕獲ができてい
ることから、平成28年度に行った推進
事業は効果があったと考えられる。
また被害金額、面積ともに減少してい
ることから捕獲を行うことで農業被害
の軽減に繋がったと考えられる。
しかし被害金額及び面積が小さいこと
から年度によって被害金額、面積の偏
りが考えられ、目標を達成するために
は継続的な対策及び被害の聞き取りが
必要と考える。
またハクビシンについては住宅被害が
多く、農業被害以外も対策を検討する
必要があると考える。

事業実施主体の評価にも記載さ
れているとおり、鳥獣被害を減
少させるためには、被害が発生
している場所を把握することが
重要である。引き続き、聞き取
り等により状況を把握するとと
もに、必要に応じて対策を実施
してほしい。
（静岡県農林技術研究所 森林・
林業研究センター 上席研究員
水井陽介）

被害は減少傾向にあるが、捕獲の強化に加えて
住民や農業者の被害防除の意識を高めるための
指導啓発も重要であり、本交付金も活用しなが
ら総合的な対策を進めてほしい。

年間を通じ7,8頭の有害鳥獣の捕獲が
できた。例年イノシシの捕獲が多い傾
向がみられる。

富士宮市
鳥獣被害
防止対策
協議会

富士宮市 平成28～
30年度

ニホンジカ、イノ
シシ、サル、ハ
クビシン、アライ
グマ、カラス、カ
ワウ

11,456 8,018 19,141 -223.5 23,033 16,123 18,339 67.9 被害金額については、実績値が基準値を
大きく上回る結果となった。
反面、被害面積については、達成率が
67.9％と十分なものではないが、一定の成
果は見られている。
これについては、被害面積当たりの被害
額が増加したことによるもので、集計方法
を含め、再検討を要するものである。
ニホンジカの捕獲頭数は、減少している
が、事業実施市町村内の国有林でも独自
に捕獲事業を行っていることや、静岡県が
行う管理捕獲事業のほうがメスジカへの
報償費が高いことによる、狩猟者の報告
先の選択が原因となっていると考えられ、
事業効果そのものはあると考える。

農業者等による主体的な捕獲を進めてい
る点は評価したい。サルの捕獲について
は、無計画にサルを捕獲した結果、群れ
が分裂し被害が拡大した事例もあるため、
捕獲を行う場合には計画的に行うよう注
意してほしい。また、カラスについては捕
殺によって個体数を減らすことは困難であ
るため、個体数よりも銃器による「本物の」
威嚇を目的として実施することが重要であ
る。この他、対策を実施する上で被害状況
の把握は必要であるため、情報収集の方
法については出来るだけ正確に把握出来
るよう検討してほしい。
（静岡県農林技術研究所　森林・林業研究
センター　上席研究員　水井陽介）

　最終年度の被害金額が増加し、目標を達成することができ
なかったが、食肉利用等施設を２箇所整備するなど、利活用
にも積極的に取り組んでいることが評価できる。
　今後は、広域的な防護柵の設置や緩衝帯の整備なども含
めた総合的な被害防止対策を、本交付金も活用しながら更
に強化してもらいたい。

整備事業 （処理加工施設）
・事業実施市町村における有害捕獲鳥獣のうち、シ
カの食肉等の処理頭数割合が9.3％増加（施設整備
前の平成29年度はシカ（年間1,225頭捕獲）の食肉
等の処理頭数割合は0％。平成30年３月に竣工し、
整備後の平成30年度は年間のシカ（年間835頭捕獲
のうち78頭食肉処理）の食肉等処理頭数割合は
9.3％増加。さらに、平成30年度にもう１施設整備さ
れ、平成31年度から２施設体制で、一層の処理頭数
割合の向上が期待される。

藤枝市鳥
獣被害防
止対策協
議会

藤枝市 平成28年
度～平成
30年度

イノシシ、サル、
ニホンジカ、ア
ナグマ、ハクビ
シン、カラス

藤枝市鳥獣被害防止対策
協議会

20,885 13,000 12,513 106 5,041 3,310 1,191 222 ハード面とソフト面の両方を取り組むことによ
り、様々な角度から鳥獣被害を防止すること
ができていると感じる。捕獲頭数の増加、被
害面積・被害金額の減少も年々成果が上がっ
ており、事業の成果として評価できる。
今後も継続してこれらの事業に取り組んでい
き、藤枝市の鳥獣被害が減少するように努め
ていく。

被害金額・面積ともに目標の達成率は100%以
上であり、対策の効果が見られる。緩衝帯は
整備した後の管理も重要である。引き続き、
捕獲や防護柵の設置と合わせて、被害が発
生した地域の住民に対して意識啓発を行うこ
とで、今後も被害の軽減に努めることを期待
する。

総合的な被害防止対策を進めてきた効果が確実に現われている
と考えられる。今後は、鳥獣被害対策実施隊の活動を更に充実
させるなどし、集落ぐるみの取組を市内各地で進めてもらいた
い。



基準値 目標値 実績値 達成率 基準値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）
事業
実施
主体

対象
地域

実施
年度

対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体 供用開始
利用率
・稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価

（Ｈ30）
ＧＰＳマーカーの購入
・狩猟者端末14基
・猟犬端末2基

ＧＰＳマーカーを導入したことにより、巻狩りでの有害
鳥獣の捕獲がやりやすくなった。これにより、捕獲効
率も上昇し、捕獲数も増加した。

地域研修会開催
県外研修受講
箱わな(大)15基購入

地域研修会を通じて、地域住民の専門的知識が身
についた。これにより、各農地での正しい対策をとれ
るようになり、農作物被害の軽減につながる。
県外研修へ参加したことにより、実施隊員の専門的
な鳥獣害対策の知識も身につき、農家の方へより効
果的なアドバイスを送れるようになった。
実施隊員用の捕獲わなを購入したことにより、実施
隊員の個人負担は無く、箱わなの設置個所も増やす
ことができた。精力的な捕獲活動ができるようにな
り、捕獲頭数の増加につながった、

（Ｈ28）
花倉地区、1,024m

花倉イノシシ被害対策協
議会

平成29年3月23日 侵入防止柵の設置により、農作物被害を防ぐことが
できた。柵周辺に罠を設置することにより、捕獲を効
率的に行うことができた。

20,885

（Ｈ29）
入野地区615m、山東地区
295m

入野イノシシ被害対策協
議会、山東イノシシ被害対
策協議会

平成30年3月26日 侵入防止柵の設置により、農作物被害を防ぐことが
できた。柵周辺に罠を設置することにより、捕獲を効
率的に行うことができた。

（Ｈ30）
子持坂地区1,117m

子持坂イノシシ被害対策
協議会

平成31年3月13日 侵入防止柵の設置により、農作物被害を防ぐことが
できた。柵周辺に罠を設置することにより、捕獲を効
率的に行うことができた。

掛川市鳥
獣被害防
止対策協
議会

掛川市 平成28年
度～平成
30年度

イノシシ、ニホ
ンジカ、アナグ
マ、ハクビシン、
カラス

緊急捕獲活動支援
事業（H28～H30）

(H28)
　イノシシ(成獣)
　　　　　　　　253頭
　イノシシ(幼獣)
　　　　　　　　396頭
　ハクビシン　17頭
　アナグマ　　14頭
　カラス　　 　　22羽
(H29)
イノシシ(成獣)
　　　　　　　　202頭
　イノシシ(幼獣)
　　　　　　　　380頭
　ハクビシン　19頭
　アナグマ　　27頭
　カラス　　　　11羽
(H30)
　イノシシ(成獣)
　　　　　　　　262頭
　イノシシ(幼獣)
　　　　　　　　367頭
　ニホンジカ(成獣)
　　　　　　　　 　2頭
　ハクビシン　49頭
　アナグマ　　12頭
　カラス　　 　　3羽

被害の減少 10,480 9,576 9,682 99 1,470 1,341 1,355 99 　かねてから、捕獲に関する取り組みとして、
猟友会への支援・協力を継続して来た結果、
被害金額及び面積の改善目標値は、ほぼ達
成することが出来たと判断する。
　被害地域が広範囲に及ぶため、市独自に、
捕獲報償費の上乗せ、被害防止目的の捕獲
協力者への免許取得費支援等により、猟友
会組織の強化、効率的な捕獲体制の確立に
努めてきたことが、成果を挙げたと考えられ
る。
　平成30年9月に、行政が中心となって鳥獣
被害対策実施隊を組織し、被害防除推進に
努めているが、今後は猟友会員の選抜加入
推進、ICT技術の導入等により、一層の捕獲
体制の強化にも努めていく。

  被害金額・面積ともに目標の達成率は約
100％であり、対策の効果が見られる。今後、
さらに被害を軽減するため、捕獲だけでなく、
研修会の開催等により、地域住民の被害対
策に関する意識啓発に取り組むほか、集落全
体で被害対策に取り組む体制作りに努めて欲
しい。
（静岡県農林技術研究所　森林・林業研究セ
ンター　上席研究員　水井陽介）

  目標値をほぼ達成しており、これまでの取組が効果を上げてい
ると考えられる。これまで捕獲の取組を中心に本交付金を活用し
ているが、研修会の開催や防護柵の設置等にも本交付金が活用
できるので、平成30年度に設置した鳥獣被害対策実施隊の活動
の強化と合わせて、総合的な対策を強化してほしい。

8,395 7,555 3,575 573.8% 294 263 291 9.7%

（H28）
イノシシ1,057頭
サル106頭
ニホンジカ737頭
ハクビシン164頭
タヌキ55頭
アライグマ11頭
アナグマ33頭
ノウサギ4羽
カラス237羽

（H29）
イノシシ1,057頭
サル101頭
ニホンジカ595頭
ハクビシン142頭
タヌキ54頭
アライグマ8頭
アナグマ57頭
ノウサギ4羽
カラス143羽

（H30）
イノシシ1,040頭
サル108頭
ニホンジカ548頭
ハクビシン213頭
タヌキ64頭
アライグマ4頭
アナグマ38頭
ノウサギ5羽
カラス157羽

推進事業
（有害捕獲）

藤枝市
(藤枝市

鳥獣被害
防止対策
協議会 )

藤枝市 平成28年
度～平成
30年度

イノシシ 整備事業（鳥獣被
害防止施設の整

備）

13,000 12,513 106 5,041 3,310 1,191 222 イノシシの物理的な侵入を防ぐことにより、農
作物被害が大きく減少したと思われる。金網
柵は効果的な対策なので、今後も別の地区で
実施していきたい。設置後の管理も適正にさ
れている。

被害金額・面積ともに目標の達成率は100%以
上であり、対策の効果が見られる。緩衝帯は
整備した後の管理も重要である。引き続き、
捕獲や防護柵の設置と合わせて、被害が発
生した地域の住民に対して意識啓発を行うこ
とで、今後も被害の軽減に努めることを期待
する。

侵入防止柵を設置したことで当該地域の被害を確実に防止でき
ていると考える。今後も他地域への設置を進めるとともに、既設
の防護柵の適切な維持管理についても引き続き指導をお願いし
たい。

森町有害
鳥獣対策
協議会

森町 28～30 イノシシ、
ニホンジカ

鳥獣被害防止緊急
捕獲活動支援
事業

(H２８）
[緊急捕獲活動支援事業]
イノシシ捕獲
成獣　135頭
幼獣　174頭

ニホンジカ捕獲
成獣　24頭

(H２９）
[緊急捕獲活動支援事業]
イノシシ捕獲
成獣　97頭
幼獣 179頭

ニホンジカ捕獲
成獣　25頭

(H３０）
[緊急捕獲活動支援事業]
イノシシ捕獲
成獣　78頭
幼獣 126頭

ニホンジカ捕獲
成獣　15頭
幼獣　 1頭

- - -

・農家等が被害防止対策をしたため、イノシシの捕
獲数は減少に転じたが、毎年度200頭以上の捕獲が
できた。また、シカ用の箱わなを計１８基導入したこと
により銃猟と合わせて捕獲活動が強化でき、捕獲数
が増えた。
・被害防除研修会を開催し有害鳥獣の生息状況をあ
らためて認識した上で、侵入防止の電気柵等を正し
く使って防除することを住民に周知し正しく設置する
ことができた。
・被害地区の地域住民に対し、鳥獣を寄せ付けない
集落環境づくりや防護柵の正しい設置方法等を研修
し、地域のリーダーの育成、知識向上が図られた。
・加えて過年度導入したカメラの映像から加害動物
の特定や状況が把握でき、効果的な防除対策に取
り組むことができるようになった。

　イノシシによる被害は依然として多いが、箱わな
の購入による捕獲機材の増加と緊急捕獲等対策
事業交付金の活用による有害捕獲活動の強化に
より、毎年度２００頭以上の捕獲ができ、被害の発
生を抑制できた。また、電気柵等による防護柵によ
る被害防除対策で被害軽減されている。被害防除
のための研修会を開催し、被害地区住民の意識啓
発や被害防除方法の指導を行うことにより、適切で
効果的な被害防除方法の知識を広めることができ
た。こうした活動の取組が被害金額の減少に繋げ
られたと思われる。
一方、被害面積は最終的に増加となったが、これ
は水稲被害が増加したため軽減につながらず目標
達成に至らなかったものと思われる。
ニホンジカはここ３年で生息数が急増した。捕獲頭
数も増加傾向で、従来は無かった里山集落での目
撃数や被害報告も増加しており、今後は抜本的な
被害防除対策を行っていく必要がある。とりわけ、
捕獲による個体数調整が効果があるため、銃猟や
町単独補助事業により導入したシカ用箱わなを活
用した捕獲により、被害軽減を図りたい。
町内の状況を見ると、防除対策のなされていない
農地や耕作放棄地・放任果樹、誤った設置方法の
防護柵等がまだ見受けられるため、被害地区をは
じめとする住民に対する研修会によって鳥獣害対
策の方法を周知することを引き続き行う必要があ
る。また、研修会を通じて地域が主体となった自主
的な防除を進めるよう住民の意識を変えることも重
要である。被害金額及び被害面積を計画どおり減
少させるため、電気柵等の防護柵設置推進や有害
鳥獣捕獲従事者への捕獲機材の貸与により機材
の活用を推進するとともに、捕獲活動経費を支援
することにより 引き続き被害防止対策を進めてい

　被害面積は増加しているものの、捕獲以外
にも防護柵の設置や住民の意識啓発に取り
組む姿勢を評価したい。
　今後も鳥獣被害対策に取り組むとともに、対
策の進んだ地域の取組を積極的に情報発信
し、対策が広まることを期待する。　（静岡県
農林技術研究所　森林・林業研究センター
上席研究員　水井陽介）

　捕獲活動に加えて町で取り組んでいる箱わなの導入や研修会
の開催、電気柵の設置等の対策が、被害金額の減少に大きく寄
与していると考えられる。これらに要する経費についても本交付
金の交付対象となることから、活用を検討してほしい。
　また、地域で被害防止活動を行う鳥獣被害対策実施隊の設置
についても検討してほしい。

浜松市 浜松市
平成28～
30年度

イノシシ
サル
ニホンジカ
カモシカ
ハクビシン
タヌキ
アライグマ
アナグマ
ノウサギ
カラス

緊急捕獲活動支援
事業

イノシシ：農作物被害額は減少傾向。被害地域の生
息頭数増加に歯止めがかかっていると推測される。
サル：従来被害が発生していた引佐地域では被害
が減少しているが、浜北など新たな被害発生地域が
生まれている。
ニホンジカ：農作物被害額は減少傾向であるが、林
業が盛んな地域では依然として被害が大きい。生息
地域は拡大傾向。
ハクビシン・タヌキ・アライグマ・アナグマ：被害額は
ほぼ横ばい。捕獲により被害拡大に歯止めがかかっ
ていると推測される。
ノウサギ：従来被害が発生していなかった地域にお
いて、果樹幼木の被害が発生していることが推測さ
れる。被害地域での生息確認が必要。
カラス：果樹被害が増加しているが、一過性のもの
か、防護柵等の対策で十分な効果を上げることがで
きるのかなど検証が必要。

44,732千円 35,787千円 34,793千円 111.1% 17,268a 13,816a 25,958a -251.7% 防護柵設置が進んだことや、捕獲圧を維持し
ていることなどから被害額は減少傾向にあ
り、目標を達成することができた。
他方、被害面積が拡大していること、市民相
談からも、従来は被害のなかった地域におい
て被害が発生していることが確認できる。
これまで被害がなかった集落においては、民
家が多く、また猟友会員の減少も相まって捕
獲圧を高めていくことには限界がある。
防護対策について、改めて啓発を進めていく
必要がある。

被害金額は、減少傾向にあり、市及び浜松地
域鳥獣被害対策協議会が進める総合的な被
害防止対策の効果が確認できる。
市が実施主体として取り組む緊急捕獲活動
支援事業については、被害金額の７割近くを
占めるイノシシで、年間１千頭余を捕獲してお
り、被害抑制に大きく貢献していると思われ
る。
有害捕獲を担う猟友会の高齢化や減少等に
より、捕獲圧を高めることが困難な状況であ
るが、鳥獣被害対策実施隊の活動等と連携
を図りながら引き続き、捕獲活動への支援を
進められたい。

令和元年９月５日
静岡県志太榛原農林事務所地域振興課主幹
三浦孝夫

捕獲や防護柵の設置など総合的な対策を進めたことで、被害金
額が減少したと考えられる。新たな被害発生地域において体制を
整備するには時間を要するので、粘り強く取り組んで貰うととも
に、今後被害の拡大が予測される地域に対しても早期に啓発を
進めてもらいたい。
なお、捕獲の担い手不足に対しては、ICT技術等を活用したわな
の導入等も検討して欲しい。



基準値 目標値 実績値 達成率 基準値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）
事業
実施
主体

対象
地域

実施
年度

対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体 供用開始
利用率
・稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価

(H28)
・加害獣生息状況調査
・モデル集落実証舗防除
技術導入研修会
・サル等被害対策リー
ダー養成研修
放任果樹・雑木伐採及び
緩衝帯整備

(H29)
【協議会】
・サル用捕獲わな3基購入
・鳥獣被害対策研修会2回
開催
・野生動物のエサ、潜み
場所除去に関する実証
【実施隊】
サル生息状況調査実施
・鳥獣被害対策研修会1回
開催
・実施隊員の研修参加（3
回・延べ9人）
・サル追い払い駐在兼シ
ステム実証
・防護柵補強に関する実
証
・防護柵及び被害状況の
巡回調査
(H30)
【協議会】
・イノシシ捕獲用箱わな3
基購入
・鳥獣被害対策研修会2回
開催
・センサーカメラ3台購入
【実施隊】
・サル生息状況調査実施
・イノシシ捕獲活動実施
・サル追払い資材賃借
・センサーカメラ8台購入
・実施隊員の研修参加（3
回・延べ4人）

(H28)
防護柵（ワイヤーメッシュ
柵及び電気柵）の設置
北区三ヶ日町、引佐町
浜北区大平
設置延長25,640m、設置
面積85.8ha

三ヶ日町
・H28三ヶ日町釣工区のみか
んを鳥獣被害から守る会
・H28三ヶ日町只木北工区の
みかんを鳥獣被害から守る会
・H28三ヶ日町日比沢工区の
みかんを鳥獣被害から守る会
・H28三ヶ日町只木南工区の
みかんを鳥獣被害から守る会
・H28三ヶ日町本坂工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H28三ヶ日町大谷工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
引佐町
・H28引佐町栃窪工区のみか
んを鳥獣被害から守る会
・H28引佐町狩宿工区の農地
を鳥獣被害から守る会
大平
・H28浜北区大平工区の柿を
鳥獣被害から守る会
只来
・H28天竜区只来工区の茶・
シイタケ・タケノコを鳥獣被害
から守る会

H28.9.23
～
H29.3.7

(H29)
防護柵（ワイヤーメッシュ
柵）の設置
北区三ヶ日町、引佐町
天竜区佐久間町
設置延長11,055m、設置
面積39.7ha

三ヶ日町
・H29三ヶ日町上尾奈工区の
みかんを鳥獣被害から守る会
・H29三ヶ日町福長北工区の
みかんを鳥獣被害から守る会
・H29三ヶ日町福長南工区の
みかんを鳥獣被害から守る会
引佐町
・H29引佐町馬門工区のみか
んを鳥獣被害から守る会
佐久間町
・H29佐久間町浦川工区の農
作物を鳥獣被害から守る会

H29.10.9
～
H30.1.17

浜松地域
鳥獣被害
対策協議
会

浜松市 平成28～
30年度

イノシシ
サル
ニホンジカ
カモシカ
ハクビシン
タヌキ
アライグマ
アナグマ
ノウサギ
カラス

推進事業 ・サルの行動範囲が確認できた。
・研修会の開催により被害実態と対策に対する理解
が促進された。
・柵維持管理にかかる負担減。
・加害鳥獣の特定、対策の早期実施が実現された。
・被害集落における猟友会との協力体制が構築され
た。
・加害鳥獣の特定や進入経路の確認による対策の
早期実施が実現された。
・実施隊員の研修参加により鳥獣被害対策の知見を
高めることができた。

44,732千円 35,787千円 34,793千円 111.1% 17,268a 13,816a 25,958a -251.7% 防護柵設置が進んだことや、捕獲圧を維持し
ていることなどから被害額は減少傾向にあ
り、目標を達成することができた。
他方、被害面積が拡大していること、市民相
談からも、従来は被害のなかった地域におい
て被害が発生していることが確認できる。
これまで被害がなかった集落においては、民
家が多く、また猟友会員の減少も相まって捕
獲圧を高めていくことには限界がある。
防護対策について、改めて啓発を進めていく
必要がある。

被害金額は、減少傾向にあり、協議会及び浜
松市が進める総合的な被害防止対策の効果
が確認できる。活動の内容は、生息状況調
査、サルの追払い、防護柵の実証、集落巡回
指導、研修会の開催、捕獲支援、大規模防護
柵の設置等と多彩で、特に大規模防護柵に
ついては、毎年20km程度を設置して来てお
り、被害の防護に大きく効果を発揮している。
一方、被害面積については、拡大の様子がみ
られ、協議会によると従来被害がなかった地
域での被害が拡大しているとの事であるの
で、引き続き、従来の手法を継続しながら、今
後も住民による持続性、実効性のある対策が
実施できる体制の定着に努められたい。

整備事業 ・柵整備地においては農作物被害が激減した。
・柵整備により、それまで摂食できていた圃場へ侵
入できなくなり、整備ほ場周辺のわなの誘因効果が
高まった。



基準値 目標値 実績値 達成率 基準値 目標値 実績値 達成率

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）
事業
実施
主体

対象
地域

実施
年度

対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体 供用開始
利用率
・稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価

(H30)
防護柵（ワイヤーメッシュ
柵）の設置
北区三ヶ日町、引佐町、
滝沢町
設置延長26,692m、設置
面積136.7ha

三ヶ日町
・H30三ヶ日町宇志1工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町宇志2工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町日比沢工区の
みかんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町福長工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町鵺代工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町宇志3工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町只木工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町平山1工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町平山2工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町鵺代2工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30三ヶ日町宇志4工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
引佐町
・H30引佐町栃窪南工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
・H30引佐町栃窪北工区のみ
かんを鳥獣被害から守る会
滝沢町
・H30滝沢町滝沢工区のみか
んを鳥獣被害から守る会

H30.9.30
～
H31.2.24

湖西市
（湖西市
鳥獣被害
対策協議
会）

湖西市 平成28年
度から平
成30年度

イノシシ、ハクビ
シン

緊急捕獲活動支援
事業

（H28）
イノシシ132頭
ハクビシン13頭
（H29）
イノシシ119頭
ハクビシン10頭
（H30）
イノシシ52頭
ハクビシン3頭

・直接影響を及ぼす固体を駆除することにより、農作
物被害の減少が図られた。

4,112千円 2,878千円 3,470千円 52.0% 929a 650a 716a 76.3% ・補助制度等を継続、圃場診断の実施、講習
会の開催などにより正しい防除方法の普及啓
発を図った。
　講習会の開催により、鳥獣被害に関する知
識・意識の普及啓発を図ることができた。
　また、野生鳥獣による農作物の被害状況報
告書や農協等目撃情報などにより被害の実
態を的確に把握するよう努めた。

被害の多いイノシシの金額・目標の達成率は
90%を上回っており、対策の効果が見られる。
今後も対策を継続し、被害の軽減に努めるこ
とを期待する。

　捕獲活動に加えて市で取り組んでいる講習等の対策が、
被害金額の減少に大きく寄与していると考えられる。これ
らに要する経費についても本交付金の交付対象となること
から、活用を検討してほしい。
　また、地域で被害防止活動を行う鳥獣被害対策実施隊の
設置についても検討してほしい。

広域捕獲活動（有害捕獲）
○東部地域と賀茂地域の
３市町において、農業被
害に関する集落アンケー
ト調査を行い、獣種や被
害の程度等を聞き取り、
結果を図示化した。
○ジビエ利活用推進研修
を開催し、食品衛生法や
衛生管理に関する講義を
行った。（藤枝市、40人参
加）また、県産ジビエのPR
のために全国ジビエフェア
への参加を呼びかけた。

　各地域の被害の状況を把握することができ、市町
と連携し、被害が深刻な地域における対策の強化を
進めていく。また、被害実態を広域的に把握すること
が有効であると考えられ、令和元年度は全県での実
施を目指す。
　食肉加工販売事業者等に対してジビエを取り扱う
際の注意事項等を周知することができた。また、全
国ジビエフェアに約80店舗が参加し、県産ジビエの
PRにつなげることができた。

新技術実証・普及活動
○捕獲作業を効率化する
ためのICTやIoTを活用し
たわなの技術実証等を
行った。

○ICTやIoTを活用したわなによる捕獲について、ノ
ウハウを蓄積することができたので、維持管理コスト
や労力を明らかにしながら普及を進めていく。

人材育成活動
○市町やJAの職員の初
任者等を対象とした鳥獣
被害防止総合対策アドバ
イザー研修を開催した。
○農業者、市町やJAの職
員等、各地域でキーパー
ソンとなる地域の人材を
育成するための研修会
を、県内８地域で開催し、
被害防止対策の知識や技
術の習得、防護柵の設置
実習、捕獲技術の習得等
を行った。
○鳥獣被害対策実施隊の
隊員の被害対策指導力や
捕獲技術の向上を目的と
した研修会を開催した。

○基礎的な内容から発展的な内容まで、座学や実
習を織り交ぜた研修を各地で開催した。
○研修受講者がそれぞれの地域で被害対策の指導
的役割を果たすことが期待される。

注１： 　被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。

　２： 　都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。

　３： 　事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率にどのように寄与したかも必ず記載すること。

　４： 　「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。

　５：

静岡県 静岡県 平成30年
度

鳥獣被害防止都道
府県活動支援事業

○県内の野生鳥獣による農作物の被害金額
は近年減少傾向にあるが、これまで被害のな
かった地域への被害の拡大や、捕獲従事者
の減少・高齢化などの課題を抱えており、各
種対策の継続・強化が必要な状況である。
○このため、被害対策のための人材育成を進
めるとともに、被害の実態把握の手法の検討
や新技術の実証普及などを通じ、市町が行う
取組との連携を深めることができた。
○今後も技術的助言や情報共有などを通じ
て、人づくりや基盤づくり、広域的な連携など
を中心に、取組を進めていく。

鳥獣被害の実態を把握することは被害対策
の基本であり、被害の図示化をしたことは非
常に有効である。今後も市町と連携して情報
共有や被害対策に活用してもらいたい。
　新技術の実証普及やジビエの利活用推進
など、広域的に取り組む必要がある課題につ
いては、引き続き県が主体となり、積極的な
情報共有や連携を進めてほしい。
　人材育成のための研修の受講者が、それぞ
れの地域で積極的に農業者や住民の指導に
取り組んでいけるよう、例えば組織化などフォ
ローアップをお願いしたい。
（国立大学法人静岡大学　農学部　教授　森
田 明雄）

　鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応策、設置に係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における
点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。


